
（別紙３）

～ 2025年　12月　31日

（対象者数） 2 （回答者数） 2

～ 2025年　12月　31日

（対象者数） 12 （回答者数） 12

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・連絡帳に「今日のねらい・支援意図」を一言追記
・SNSを活用し、活動の様子やねらいを視覚的に分かりやす
く発信する
・重要事項（安全・制度・支援方針等）は、SNSだけでなく
書面や個別連絡でも補完する

2

・アセスメントや記録の充実を通じて支援内容の精度を高
め、より効果的な支援につなげていく。

3

・活動プログラムや支援に関するアイデアについて、職員全
員が意見を出し合う機会を設ける
・役割分担や担当制を導入し、全職員が主体的に関われる体
制づくりを行う
・日々の気づきや改善点を共有する仕組みを整え、継続的な
業務改善につなげる

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・各種マニュアルや安全計画の内容を整理・更新し、職員が
理解しやすい形で共有する
・研修や訓練の機会を計画的に設定し、実施後の振り返りを
行うことで実効性を高める
・安全に関する取組内容について、保護者へ分かりやすく周
知する仕組みを整える

2

・発信内容や手段（連絡帳、SNS、お便り等）について役割
を整理し、情報提供の基準を明確にする
・支援内容や活動のねらいについて、保護者に分かりやすい
表現で継続的に発信する
・重要な事項については、複数の手段を用いて確実に伝達す
る体制を整える

3

・活動プログラムや業務に担当制を導入し、全職員が役割を
持って関われる仕組みを整える
・意見交換や振り返りの機会を設け、職員一人ひとりが主体
的に意見を出せる環境づくりを行う
・日々の気づきや改善点を共有する仕組みを整え、継続的な
業務改善につなげる

児童が安心して通所し、利用を楽しみにしている様子や、保護
者の協力のもと信頼関係が構築されている点が強みである。日
常的なやり取りや連絡帳等を通じた情報共有は継続し今後は支
援内容や事業所の取組についてもより分かりやすく発信するこ
とで、保護者との共通理解をさらに深めていきたい。

・月1回のお便りにより、活動内容や事業所の取組を定期的に
共有している
・送迎時や日常のやり取りの中で、児童の様子を具体的に伝え
ることを意識している

児童の特性や状況に応じて、個別活動と集団活動を組み合わせ
た支援や、環境調整が行われるよう取り組み、一人ひとりに合
わせた支援が実践されている点が強みである。

・個別支援計画や月案に基づき、個別活動と集団活動を組み合
わせた支援を実施している
・日々の記録をもとに、児童の変化や課題を把握し支援内容の
見直しにつなげている
・職員間で児童の様子を共有し、それぞれの特性に応じた関わ
り方を検討している

朝礼・昼礼・ミーティング等を通じて情報共有や役割分担が行
われており、日々の支援においてチームで連携した対応を図っ
ている点が強みである。日常的な情報共有や連携体制は整って
いるため、活動プログラムの立案や支援計画の検討等におい
て、全職員がより主体的に関わることで、チームとしての支援
の質をさらに高めていきたい。

・朝礼・昼礼において、その日の支援内容や役割分担の確認を
行っている
・活動前に打合せを行い、職員間で共通理解を図った上で支援
を実施している
・日々の申し送りや記録を通じて、継続的な情報共有を行って
いる

支援計画の作成や活動プログラムの立案等において、一部の職
員に役割が偏る傾向があり、全職員が主体的に関わる体制とし
ては十分とはいえない。

・業務の属人化により、一部の職員に役割や判断が集中してい
る
・意見を出す機会や仕組みが明確でなく、職員が主体的に関わ
るきっかけが不足している
・日常業務に追われ、振り返りや検討の時間が十分に確保でき
ていない

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

各種マニュアルや安全計画は存在するものの、内容の整理や更
新、職員間での共有、保護者への周知が十分とはいえず、実効
性のある運用体制としては課題がある。

・マニュアルや安全計画の内容が整理・更新されておらず、職
員間での理解にばらつきがある
・日常業務の優先度が高く、研修や訓練の実施・振り返りの時
間が十分に確保できていない
・保護者への周知方法が明確でなく、取組内容が十分に伝わっ
ていない

支援プログラムや事業所の取組については実施されているもの
の、保護者への周知や理解の促進が十分でない項目が見られ、
情報の伝え方や発信方法に課題がある。

・支援内容や事業所の取組について、発信の手段やタイミング
が統一されていない
・SNSや連絡帳等の活用において、「どの情報をどこまで伝え
るか」の基準が曖昧である
・説明は行っているものの、保護者にとって分かりやすい形で
整理・発信できていない

2025年12月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026年　4月　1日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 発達支援BASEぽけっと（児童発達支援）

○保護者評価実施期間 2025年12月1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


